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平成２２年３月 
東北大学病院調査 

地域医療への貢献 

６ 

東北大学医学系研究科・東北大学病院の 

地域医療への貢献 



・被災病院からの患者の受入れ、県外への患者搬送 
 
・県内外への医師派遣・医療物資の提供 
 
・医薬品、医用材料等の確保 
 

医療物資の搬送の様子  ドクターヘリによる患者受入れ  被災地での患者搬送  

震災後の対応 
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◇東日本大震災における貢献 



東北地区の医療の課題 

Ⅰ.従来より地域医療に携わる医療人が不足 
Ⅱ.地域で最新の医療技術・知識を習得する機会が不足 
Ⅲ.震災により被災地の医療から離れる医療人が増加 
Ⅳ.被災地の病院が再興することによる医療人の不足

・被災地からの医療人を受け入れ、最新の医療の 
   研修を提供する場が必要 
・地域医療に携わる人材を育成する場が必要 



総合地域医療研修センターの目的 

Ⅰ．被災地の医療人材の受け入れと最新医療の研修
の場の提供（循環型人材育成と還元） 

Ⅱ．実践的災害医療学の確立と地域・災害医療に携
わる人材の養成 

Ⅲ．地域の医師不足対策としての医学部定員増に係
る医学教育の充実 



総合地域医療研修センター 



総合地域医療研修センター 

東北大学 
スキルスラボ 

地域医療人の 
技術向上・生涯教育 

女性医師復職支援 

震災の第一線で活躍した医療人による実践的講義 
地域医療に出向いた医療実習 

被災地医療人の大学病院での 
最新医療の研修 



Ⅰ．被災地の医療人材の受け入れと最新医療の 

  研修実施 

 

①地域・災害教育用医師、高度専門職業人、技術支援者雇用 

②各種研修会の実施 

③教育用・遠隔診断用病理システム構成図 

④総合地域医療研修センターの広報活動 

平成２５年度の活動（Ⅰ） 



①地域・災害教育用医師、高度専門職業人、
技術支援者雇用 

 総合地域医療研修センター教員雇用 

   教授1、准教授2、助教2、助手1，救急救命士1， 

   獣医１ 

 被災地医療人雇用 

   薬剤師２，看護師１，診療放射線技師１， 

   臨床検査技師１，歯科衛生士１ 

  石巻市立病院，気仙沼市立病院とは人事交流制度を
新たに設定し、薬剤師1名，臨床検査技師１名は、制度
に基づく雇用となっている。 



シミュレーターを活用した 
医療技術トレーニング研修 

②各種研修会の実施 



・卒前臨床教育の充実 
・研修生・院内医療人の教育 
・医療安全に向けた教育と、その向上 

・地域医療人の技術の向上 
・生涯教育の場と機会の提供 
・在宅医療を含めた地域医療へ貢献 
・地域基盤型教育の整備と質の向上 

臨床技能 
の向上 地域開放型 

スキルスラボ 

地域医療人の 
技術向上 
生涯教育 





               

 すべての地域で同レベルの産科救急医療体制を維持する 
ことを目的とした助産師対象のトレーニングコース 
 
開催場所：東北大学医学部艮陵会館 
（クリニカルスキルズラボ） 
日  時：平成26 年2 月8 日（土），9 日（日） 
参加人数：２１名 

助産師のためのALSO 
(Advanced Life Support in Obstetrics) 

プロバイダーコース 
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2013年度は 
4月〜12月で 
10,000人を突破 

東北大学クリニカル・スキルスラボの 
利用件数と利用人数の推移 

学外利用が
30%以上 



出張スキルスラボ 気仙沼市立病院にて 

心臓と肺
の聴診： 

中心静脈カ
テーテルシ
ミュレータ 

気道確保 



動物を用いた外科手術手技トレーニング研修 



 日本での産後うつ病の発症率は5％程度であるが、東日本大震災の震災地
域でのハイリスク者は21〜28％と高値を示しており、早急な対応策が必要。 
 今回、周産期のメンタルヘルスにかかわる心理支援者の核づくりを目的と
して、研修会を実施。 
 
開催場所：東北大学医学部保健学科 
日   時：平成26 年1月12 日（日）〜13日（月） 
参加者 ：６名 

周産期メンタルヘルス指導者養成研修会 



宮城県訪問看護ステーション連絡協議会と共催し平成25年度技術
研修会を実施。本研修会では、CVポート管理、フィジカルアセス
メント（呼吸音の聴診）、ストーマケア、膀胱留置カテーテル、
吸引の5つの項目について各手技の講義・実習を行った。 
  
開催場所：東北大学医学部艮陵会館 
（クリニカルスキルズラボ） 
日  時：平成25年12月14 日（土） 
参加者 ：２９名 
  

宮城県訪問看護ステーション連絡協議会 
平成25年度技術研修会 



その他各種研修会の実施 

 青森県八戸市民病院、八戸労災病院にて病理講習会 

 漢方研修会 

 訪問歯科診療専門研修会 

 摂食・嚥下リハビリテーション専門研修会 

 震災時における歯科および歯科医療学セミナー 

 周術期口腔機能管理セミナー 

 看護師の実践・教育・研究に役立つ知識・スキルの
アップデート講習会 

   

など 各種研修会を実施。 



東北大学 

気仙沼市立病院 

石巻赤十字病院 

公立相馬病院 

通信システム 

画像閲覧PC 

音声会議システム 

サーバー 

ルーター 

バーチャルスライド入力システム 

画像閲覧PC 

画像閲覧PC 

バーチャルスライド入力システム 

サーバー 

ルーター 

音声会議システム 

音声会議システム 

音声会議システム 

ルーター 

ルーター 

サーバー 

バーチャルスライド入力システム 

            <支援内容> 
1. 臨床医への病理所見の解説 
2. 細胞診検査士の細胞診教育 
3. CPCによる臨床研修医の指導支援 

画像閲覧PC 

③教育用・遠隔診断用
病理システム構成図 



④広報活動 

 見学会 

 ホームページ 

 総合地域医療研修センター支援プロジェクトパンフレット 

 スキルスラボ利用案内 

 宮城県医師会への広告 



Ⅱ．新たな災害医療学の確立と地域・災害医療に携
わる人材の養成 

①災害医学講義、災害歯科医学講義の開講 

②災害医学概論、災害医学セミナー、災害歯科医療学実践講
義の開講 

③被災地での災害医学実習 

④災害医学研修会・講習会の開催 

⑤災害医学に対応できる高度医療人養成 

平成２５年度の活動（Ⅱ） 



１・２年次学生向け 被災地体験実習 

地域医療学生教育 

【２年次】 
10/26 気仙沼市立本吉病院 
11/2 公立南三陸診療所 
11/2 女川地域医療センター 
11/9 石巻赤十字病院 
11/16 気仙沼市立病院 
11/16 石巻市立病院開成仮診療
所 
【１年次】 
2/12 石巻赤十字病院 
2/13 気仙沼市立本吉病院 
2/14 石巻市立病院開成仮診療所 
2/17 女川地域医療センター 
2/18 気仙沼市立病院 
2/19 公立南三陸診療所 

 地域医療の実情と保健・福祉との連携の重要性を理解し，地域医療に必要
な基本的スキル・態度・行動規範を修得することを目的に，１，２年生全員
に必修科目として「被災地体験実習」を実施した。 



高学年向け 被災地医療体験実習 

 被災地訪問診療に同行 

 全国の医学生・初期研修医から募集． 

 8/4-7、8/18-21、3/23-26の計3回． 

 各回定員8名． 

 実習地 

 石巻赤十字病院    （石巻市） 

   石巻市立病院雄勝診療所 （石巻市） 

   気仙沼市立本吉病院   （気仙沼市） 

 南三陸診療所    （南三陸町） 

 東北大学病院    （仙台市） 



被災地医療体験実習の様子 
訪問診療 学生の診察 救急科医師の講話 

防災庁舎 
大川小学校 



被災地医療体験実習の参加者累計 
（Ｈ２３〜２５） 



災害歯科医療学実地研修会の実施 

仮設診療所にて 解体が決まった防災庁舎にて献花 

診療所工事 志津川湾を望んで 



医学部講義 

 臨床講義通論 

 対象 医学部4年次学生 

 総合臨床ブロック「総合臨床医学 ―周術期医学、救急・災害医療、医
療法規―」 

 救急医学分野はＤＭＡＴ活動等、法医学分野は遺体検案・死因分析等、 
外科系分野は外傷治療等、災害関連の講義を行う。 

 伊勢秀雄先生（石巻市立病院院長;客員教授）、石橋悟先生（石巻赤十字
病院;臨床准教授）による災害医療の特別講義を行う。  

石巻赤十字病院における災害時医療 



大学院講義 

 災害医学概論 

 対象 大学院学生 

  この震災において、実際に災害医療現場で診療に携わった医療人
の経験は極めて貴重であり、その経験を教育現場に直接届けること
は極めて有効な災害医療学の実践となる。そこで本科目では震災で
医療に携わった医療人（医師・コメディカル）がその経験に基づく
実践的な災害医療の講義を行う。 

   また、災害・救急医療を専門とする外部講師を招聘し、系統的
講義を実施する。さらに、東北大学に設置される災害科学国際研究
所の医療災害研究部門と密接に連携し、高度で専門的な災害医療講
義を行う。この実地的災害医療科目と専門的災害医療科目を組み合
わせることにより、災害医療に対応できる医療人を養成する。 

 平成２４年度後期に収録したものをインターネット授業として掲載
している。 

 インターネット授業の他に，被災地医療機関に勤務した医師による
合同講演会を実施している。 



災害医学概論 講師陣 
講師氏名 所属 担当 

伊勢 秀雄 石巻市立病院院長（東北大学客員教授） 災害・地域医療学 

大友 康裕 東京医科歯科大学救急災害医学 教授 国際災害医療学 

森野 一真 山形県立中央病院救命救急センター 地域災害医療学 

小井土雄一 国立病院機構 災害医療センター 災害医療学 

近藤 久禎 国立病院機構 災害医療センター 災害医療学 

諏訪部 章 岩手医科大学医学部 教授 災害検査医学 

坂井  晃 福島医科大学教授 災害放射線学 

石橋  悟 石巻赤十字病院 救命救急センター 地域災害医療学 

服部 俊夫 東北大学災害科学国際研究所 教授 災害感染症学 

加賀谷 豊 東北大学医学系研究科 教授 地域災害医療学 

門間 典子 東北大学病院 看護部長 災害看護学 

江川 新一 東北大学災害科学国際研究所 教授 災害医療国際協力学 

富田 博秋 東北大学災害科学国際研究所 教授 災害精神医学 

伊藤  潔 東北大学災害科学国際研究所 教授 災害産婦人科学 



震災復興・地域医療支援のため長期的に医療支援を行っていく 

H23 H24 H25 H26 H27 H28以降〜 

総合地域医療研修センター設置 

被災地医療人雇用・再教育・派遣（循環） 

災害医療学の確立・地域医療人材養成 

センター設備整備 センター設備管理・保守 

教員雇用 
教員雇用 

医療人雇用 

災害医療学 

今後の展望 

女性医師復職支援・退職医師再生支援 


